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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本日は、山形県におけるがん生殖医療ネットワークの構築について講演させていただける場をもうけていただきありがとうございます。
山形大学　産科婦人科学講座の　松尾幸城と申します。


Oncofertility Consortium Japan 2024%EE £E7T7—5923av7

H T+ SR RE D B 7R

WERL: W 2
R IR ARESS ERBAR

PDZEOEBICEEL T, BRI NEHHEBEREEH Y ZEA,


プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
利益相反はありません。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
面積は約5倍の差があるが、人口が大きく変わらない　→おそらく同じくらいの若年がんの方がいらっしゃると思われます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
2012年の日本がん生殖医療学会の設立を契機に、若年がん患者に対する妊孕性温存治療が普及しつつあります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
厚生労働省からは、がん診療連携拠点病院の指定要件としてがん生殖医療ネットワークの整備が求められています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
現在、不妊専門相談センターの回線を使用し、がん生殖医療ネットワーク運営しています。
がん治療医と施設のがん相談支援センターが直接、山形県不妊専門相談センターに連絡していただきますと、生殖医が対応いたします。この方法が最も迅速です。
もちろん通常の地域医療連携でのご紹介でも構いません。その場合は「生殖医療」の新患枠でご紹介ください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
我々の生殖担当の感覚としても、「我々生殖医が依頼して妊孕性温存を検討してもらっている」という図式であり、我々の一人歩きだったのではないかという思いが浮かんできました。また、ネットワーク自体があいまいで、現場を見られない県の担当者の方に混乱させてしまっていたとおもいます。そして、誰が何をやっているかよくわからず、とくに院外からの紹介がしにくかったのではないかと反省しました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
典型的な症例である、36歳乳癌患者と、対応が難しい16歳の急性リンパ性白血病の患者を例に挙げ、ケーススタディという形で議論を進めることにしました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
紹介数が劇的に増えたわけではないが、当科紹介までの流れが大きく変化した。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
WSで提案はしたが、正直数年かかると思っていた、これは快挙である。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これを見ると、つくづく運にめぐまれたなと思います。が、山形県の若年がんの方々にとって明らかに良い風が吹くことになったきっかけがOCjpnのミニワークショップでした。
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